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（１）第22号

張
り
大
い
に
喜
び
を
も
っ
て
見
学
し
ま
し

た
。
私
た
ち
が
過
ご
し
た
校
舎
は
見
事
に
新

し
い
校
舎
に
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の
温
か
い
お
力
添

え
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
白

金
会
に
募
金
と
し
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
金

額
に
白
金
会
が
足
さ
せ
て
頂
き
、
総
額

3
、0
1
3
、0
0
0
円
を
明
治
学
院
に
お
届

け
さ
せ
て
い
だ
た
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
校
舎
見
学
に
是

非
と
も
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
C
B
T
白
金
開
催
】

　

卒
業
生
の
皆
様
を
お
呼
び
し
て
2
0
2
3

年
1
月
21
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
C
B
T
白
金
を
午
後
か
ら
開
催
し
、

「
還
暦
記
念
礼
拝
」「
卒
業
50
周
年
記
念
礼
拝
」

も
チ
ャ
ペ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
C
B
T
白
金

の
中
で
、「
還
暦
祝
い
礼
拝
」
と
「
卒
業
50

周
年
記
念
礼
拝
」
を
行
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
3
年
間
の
該
当

年
次
を
合
同
で
行
わ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
が
集
い
、
新
校
舎
に
目
を
見

張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

【
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

　

政
府
が
国
民
に
呼
び
か
け
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
着
用
は

2
0
2
3
年
3
月
13
日
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
原
則
と
し
て
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
気

に
マ
ス
ク
な
し
で
の
行
動
は
こ
こ
ま
で
見
た

限
り
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
と
う
ま
く
生
活
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
日
々
が
続
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
白
金
会
室
は
狭
い
所
な
の
で
、
私
共
は

当
面
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
会
議
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
つ
も
り
で
す
。

【
2
0
2
3
年
度
入
学
式
】

　

2
0
2
3
年
度
の
出
来
事
に
な
り
ま
す

影
響
も
あ
り
臨
機
応
変
に
開
催
日
を
決
め
て

い
ま
し
た
。

【
新
校
長
誕
生
】

　

ま
た
、明
治
学
院
高
等
学
校
で
は
2
0
2
2

年
4
月
か
ら
初
の
女
性
校
長
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。（
高
等
学
校
長
、
副
校
長
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
コ
ー
ド
が
な
い
と
就
任
で
き
ま
せ

ん
。）
新
校
長
は
德
永
望
先
生
で
す
。
副
校

長
に
は
髙
田
治
先
生
が
就
任
な
さ
い
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
6
月
13
日
に
初
め
て
新
校

長
・
新
副
校
長
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
そ
の

席
上
、
今
後
の
同
窓
会
側
の
協
力
体
制
を
改

め
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
9
月
12
日
に
2
回
目
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
ま
し
た
。（
3
か
月
に
1
度
、
学
校

側
と
は
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

3
回
目
は
12
月
13
日
の
予
定
で
し
た
が
、
急

遽
、
先
生
方
が
大
学
と
の
会
合
に
な
っ
て
し

ま
い
、
同
窓
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
延
期
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
德
永
校
長
が
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
報
告
文
書
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
執
行
役
員
会
で
報
告
は
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

2
0
2
2
年
度
の
学
校
側
の
白
金
会
担
当

者
は
①
阿
部
吉
則
先
生
②
柿
沼
葉
子
先
生
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
事
務
室
の
小
島
秀
明

さ
ん
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
）
今
年
度
は
開

催
日
が
固
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
先
生
方

の
オ
フ
日
に
開
催
の
為
、
中
々
会
議
に
出
席

い
た
だ
け
な
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
次
年
度
は
そ
の
辺
を
考
慮
し
て
会
議

日
程
決
め
る
つ
も
り
で
す
。

【
高
等
学
校
新
校
舎
完
成
】

　

さ
て
、
2
0
2
2
年
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
高
等
学
校
新

校
舎
が
完
成
し
、
2
0
2
2
年
7
月
30
日
土

曜
日
に
献
堂
式
が
と
り
行
わ
れ
多
く
の
卒
業

生
が
列
席
し
て
完
成
し
た
校
舎
に
は
目
を
見

が
、
2
0
2
3
年
4
月
7
日
、
入
学
式
が
無

事
行
わ
れ
、
3
1
4
名
の
新
入
生
が
チ
ャ
ペ

ル
に
集
い
ま
し
た
。（
今
年
は
男
子
1
5
7

名
、
女
子
1
5
7
名
と
同
数
の
入
学
で
す
）

期
待
と
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
こ
れ
か
ら
の

3
年
間
楽
し
い
学
生
生
活
が
送
れ
ま
す
様
に

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
ま
で
の
3
年

間
で
明
治
学
院
魂
を
身
に
着
け
大
き
な
夢
に

向
か
っ
て
前
進
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
今
後
の
日
程
】

　

白
金
会
執
行
役
員
会
は
毎
月
1
回
を
定
例

と
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
臨
時
の
会
議
を
行
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
年
度
役
員
会
・
総
会

は
2
0
2
3
年
1
月
に
開
催
予
定
で
す
。
年

度
役
員
の
方
に
は
別
途
ご
案
内
状
を
出
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

そ
の
折
、「
還
暦
祝
い
記
念
礼
拝
」
と
「
卒

業
50
周
年
記
念
礼
拝
」
も
行
い
ま
す
の
で
該

当
年
次
の
方
々
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
該
当

卒
業
年
次
は
「
還
暦
祝
い
記
念
礼
拝
」
該
当

卒
業
生
は
1
9
8
2
年
度
卒
。

「
卒
業
50
周
年
記
念
礼
拝
」
該
当
卒
業
生
は

1
9
7
3
年
卒
と
な
り
ま
す
。
該
当
卒
業
生

に
は
別
途
、案
内
状
を
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
該
当
年
次
に
あ
た
ら
な
い
卒
業
生
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
し
い
校
舎
見
学
に
是
非
と
も
い
ら
し
て
下

さ
い
。

ま
だ
、
学
校
側
と
日
程
調
整
が
出
来
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
告
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
窓
同
校
学
等
高
・
校
学
中
院
学
治
明

会
金
白

　

長
会

　
髙
　
橋
　
敏
　
幸）

卒
年
８
６
９
１
（

変
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ

う
な
出
来
事
が
、
折
角
入
学
し
て
こ
れ
か
ら

楽
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
る
と
い
う
矢
先
、

先
生
や
友
達
と
の
貴
重
な
交
流
時
間
や
学
校

行
事
な
ど
が
失
わ
れ
、
皆
さ
ん
は
悔
し
い
、

悲
し
い
思
い
を
残
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
残
念
な
思
い
を
乗
り
越
え
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
新
し
く
始
ま
る
未
来
は
素
晴
ら

し
い
も
の
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
ど

う
ぞ
大
き
な
夢
を
持
ち
続
け
羽
ば
た
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

皆
さ
ん
に
幸
せ
な
楽
し
い
毎
日
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
は
皆
さ
ん
を

応
援
い
た
し
ま
す
。

【
白
金
会
役
員
会
】

　

白
金
会
は
2
0
2
2
年
度
も
ま
だ
コ
ロ
ナ

解
禁
に
は
な
ら
ず
制
限
の
中
で
の
活
動
で
し

た
。

　

執
行
役
員
会
で
は
2
0
2
2
年
度
4
月
11

日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
、
2
0
2
3
年
3
月

14
日
（
火
）
ま
で
の
1
年
間
で
11
回
の
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
臨
時
の
会
議
は
3
回
行

い
ま
し
た
。《
開
催
日
は
2
0
2
2
年
4
月

11
日
（
月
）、
5
月
16
日
（
月
）、
6
月
13
日

（
月
）、
7
月
19
日
（
火
）、
8
月
は
休
み
、

9
月
12
日
（
月
）
10
月
13
日
（
木
）、
11
月

10
日
（
木
）
12
月
13
日
（
火
）、
2
0
2
3

年
1
月
12
日
（
木
）、
2
月
16
日
（
木
）、
3

月
14
日
（
火
）》
執
行
役
員
会
は
例
年
第
2

月
曜
日
が
開
催
日
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

　

白
金
会
同
窓
生
の

皆
様
、
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
や
っ
と
2
0
2
3

年
3
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
を
個
人
判
断

に
委
ね
ら
れ
、
少
し
は
日
常
生
活
も
落
ち
着

か
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
明
治
学
院
高
等
学

校
も
や
っ
と
今
ま
で
の
学
校
生
活
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【
卒
業
式
】

　

先
ず
、
2
0
2
3
年
3
月
11
日
に
ご
卒
業

さ
れ
た
3
0
2
名
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

4
月
か
ら
皆
さ
ん
は
明
治
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
同
窓
会
（
白
金
会
）
の
一
員
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

4
年
ぶ
り
に
私
は
登
壇
し
皆
様
に
祝
辞
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
を
私

も
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
晴
れ
あ
る
卒
業

式
に
参
列
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。

2
0
2
0
年
か
ら
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
一

明
治
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
同
窓
会 

白
金
会 

会
報
誌

発　行

編　集
白金会

広報委員会

　

　

　

校
学
等
高
・
校
学
中
院
学
治
明

い
願
お
と
告
報
ご
の
ら
か
会
窓
同



張
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に
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し
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。
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過
ご
し
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校
舎
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見
事
に
新

し
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校
舎
に
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貌
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
卒
業
生
の
皆
様
の
温
か
い
お
力
添

え
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
白

金
会
に
募
金
と
し
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
金

額
に
白
金
会
が
足
さ
せ
て
頂
き
、
総
額

3
、0
1
3
、0
0
0
円
を
明
治
学
院
に
お
届

け
さ
せ
て
い
だ
た
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
校
舎
見
学
に
是

非
と
も
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

【
C
B
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白
金
開
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卒
業
生
の
皆
様
を
お
呼
び
し
て
2
0
2
3

年
1
月
21
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
C
B
T
白
金
を
午
後
か
ら
開
催
し
、

「
還
暦
記
念
礼
拝
」「
卒
業
50
周
年
記
念
礼
拝
」

も
チ
ャ
ペ
ル
で
行
い
ま
し
た
。
C
B
T
白
金

の
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で
、「
還
暦
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拝
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当

年
次
を
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で
行
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せ
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頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
が
集
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、
新
校
舎
に
目
を
見

張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

【
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

　

政
府
が
国
民
に
呼
び
か
け
て
き
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
着
用
は

2
0
2
3
年
3
月
13
日
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
原
則
と
し
て
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
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ま
し
た
。
し
か
し
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が
ら
、
一
気

に
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で
の
行
動
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こ
こ
ま
で
見
た

限
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よ
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で
す
。
こ
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か
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、
ウ
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コ
ロ
ナ
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ま
く
生
活
し
て
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か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
日
々
が
続
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
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白
金
会
室
は
狭
い
所
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で
、
私
共
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当
面
、
マ
ス
ク
着
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の
会
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も
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す
。
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す
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あ
り
臨
機
応
変
に
開
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を
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た
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新
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誕
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】

　

ま
た
、明
治
学
院
高
等
学
校
で
は
2
0
2
2

年
4
月
か
ら
初
の
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性
校
長
が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
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高
等
学
校
長
、
副
校
長
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
コ
ー
ド
が
な
い
と
就
任
で
き
ま
せ

ん
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新
校
長
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德
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先
生
で
す
。
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校

長
に
は
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治
先
生
が
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さ
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し
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。
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13
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の
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後
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協
力
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め
て
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ま
し
た
。
そ

の
後
、
9
月
12
日
に
2
回
目
の
打
ち
合
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せ

を
行
い
ま
し
た
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3
か
月
に
1
度
、
学
校

側
と
は
打
ち
合
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せ
を
行
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て
い
ま
す
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3
回
目
は
12
月
13
日
の
予
定
で
し
た
が
、
急

遽
、
先
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方
が
大
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と
の
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に
な
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て
し

ま
い
、
同
窓
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
延
期
に
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し
た
。
た
だ
、
德
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校
長
が
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
報
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文
書
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
執
行
役
員
会
で
報
告
は
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

2
0
2
2
年
度
の
学
校
側
の
白
金
会
担
当

者
は
①
阿
部
吉
則
先
生
②
柿
沼
葉
子
先
生
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。（
事
務
室
の
小
島
秀
明

さ
ん
が
交
代
と
な
り
ま
し
た
）
今
年
度
は
開

催
日
が
固
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
先
生
方

の
オ
フ
日
に
開
催
の
為
、
中
々
会
議
に
出
席

い
た
だ
け
な
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
次
年
度
は
そ
の
辺
を
考
慮
し
て
会
議

日
程
決
め
る
つ
も
り
で
す
。

【
高
等
学
校
新
校
舎
完
成
】

　

さ
て
、
2
0
2
2
年
は
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
高
等
学
校
新

校
舎
が
完
成
し
、
2
0
2
2
年
7
月
30
日
土

曜
日
に
献
堂
式
が
と
り
行
わ
れ
多
く
の
卒
業

生
が
列
席
し
て
完
成
し
た
校
舎
に
は
目
を
見

2023年 6月 1日　白金の丘

第22号（2）

　　

　 　

2
0
1
4
年
度
（
2
0
1
5
年
3
月
卒
）

卒
業
生
、
佐
川
和
真
さ
ん
と
宮
田
律
さ
ん
の

同
級
生
同
士
に
よ
る
結
婚
式
が
、
2
0
2
3

年
5
月
21
日
（
日
）
に
明
治
学
院
礼
拝
堂
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
出
会
い
は

2
0
1
2
年
4
月
の
入
学
直
後
。
3
年
間
一

緒
の
ク
ラ
ス
で
地
元
も
一
緒
。
そ
し
て
こ
の

度
、
め
で
た
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
1
〜
3
年
次
の
担

任
の
先
生
方
、
数
多
く
の
友
人
ら
に
囲
ま
れ

た
門
出
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
卒
業
時
の
担

任
で
い
ら
し
た
德
永
校
長
先
生
よ
り
お
祝
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

が
、
2
0
2
3
年
4
月
7
日
、
入
学
式
が
無

事
行
わ
れ
、
3
1
4
名
の
新
入
生
が
チ
ャ
ペ

ル
に
集
い
ま
し
た
。（
今
年
は
男
子
1
5
7

名
、
女
子
1
5
7
名
と
同
数
の
入
学
で
す
）

期
待
と
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
こ
れ
か
ら
の

3
年
間
楽
し
い
学
生
生
活
が
送
れ
ま
す
様
に

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
卒
業
ま
で
の
3
年

間
で
明
治
学
院
魂
を
身
に
着
け
大
き
な
夢
に

向
か
っ
て
前
進
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し

て
い
ま
す
。

【
今
後
の
日
程
】

　

白
金
会
執
行
役
員
会
は
毎
月
1
回
を
定
例

と
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
臨
時
の
会
議
を
行
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
年
度
役
員
会
・
総
会

は
2
0
2
3
年
1
月
に
開
催
予
定
で
す
。
年

度
役
員
の
方
に
は
別
途
ご
案
内
状
を
出
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

そ
の
折
、「
還
暦
祝
い
記
念
礼
拝
」
と
「
卒

業
50
周
年
記
念
礼
拝
」
も
行
い
ま
す
の
で
該

当
年
次
の
方
々
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
該
当

卒
業
年
次
は
「
還
暦
祝
い
記
念
礼
拝
」
該
当

卒
業
生
は
1
9
8
2
年
度
卒
。

「
卒
業
50
周
年
記
念
礼
拝
」
該
当
卒
業
生
は

1
9
7
3
年
卒
と
な
り
ま
す
。
該
当
卒
業
生

に
は
別
途
、案
内
状
を
出
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
該
当
年
次
に
あ
た
ら
な
い
卒
業
生
も

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
し
い
校
舎
見
学
に
是
非
と
も
い
ら
し
て
下

さ
い
。

ま
だ
、
学
校
側
と
日
程
調
整
が
出
来
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
告
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

変
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
の
よ

う
な
出
来
事
が
、
折
角
入
学
し
て
こ
れ
か
ら

楽
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
る
と
い
う
矢
先
、

先
生
や
友
達
と
の
貴
重
な
交
流
時
間
や
学
校

行
事
な
ど
が
失
わ
れ
、
皆
さ
ん
は
悔
し
い
、

悲
し
い
思
い
を
残
さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
残
念
な
思
い
を
乗
り
越
え
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
新
し
く
始
ま
る
未
来
は
素
晴
ら

し
い
も
の
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
ど

う
ぞ
大
き
な
夢
を
持
ち
続
け
羽
ば
た
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

皆
さ
ん
に
幸
せ
な
楽
し
い
毎
日
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
は
皆
さ
ん
を

応
援
い
た
し
ま
す
。

【
白
金
会
役
員
会
】

　

白
金
会
は
2
0
2
2
年
度
も
ま
だ
コ
ロ
ナ

解
禁
に
は
な
ら
ず
制
限
の
中
で
の
活
動
で
し

た
。

　

執
行
役
員
会
で
は
2
0
2
2
年
度
4
月
11

日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
、
2
0
2
3
年
3
月

14
日
（
火
）
ま
で
の
1
年
間
で
11
回
の
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
臨
時
の
会
議
は
3
回
行

い
ま
し
た
。《
開
催
日
は
2
0
2
2
年
4
月

11
日
（
月
）、
5
月
16
日
（
月
）、
6
月
13
日

（
月
）、
7
月
19
日
（
火
）、
8
月
は
休
み
、

9
月
12
日
（
月
）
10
月
13
日
（
木
）、
11
月

10
日
（
木
）
12
月
13
日
（
火
）、
2
0
2
3

年
1
月
12
日
（
木
）、
2
月
16
日
（
木
）、
3

月
14
日
（
火
）》
執
行
役
員
会
は
例
年
第
2

月
曜
日
が
開
催
日
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

　

白
金
会
同
窓
生
の

皆
様
、
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
や
っ
と
2
0
2
3

年
3
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
を
個
人
判
断

に
委
ね
ら
れ
、
少
し
は
日
常
生
活
も
落
ち
着

か
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
明
治
学
院
高
等
学

校
も
や
っ
と
今
ま
で
の
学
校
生
活
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【
卒
業
式
】

　

先
ず
、
2
0
2
3
年
3
月
11
日
に
ご
卒
業

さ
れ
た
3
0
2
名
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

4
月
か
ら
皆
さ
ん
は
明
治
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
同
窓
会
（
白
金
会
）
の
一
員
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

4
年
ぶ
り
に
私
は
登
壇
し
皆
様
に
祝
辞
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
を
私

も
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
晴
れ
あ
る
卒
業

式
に
参
列
で
き
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
い
こ

と
で
し
た
。

2
0
2
0
年
か
ら
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
一

結
婚
報
告

C
o
n
g
r
a
t
u
l
a
t
i
o
n
s
!

　

宮
田
律
さ
ん
、
佐
川
和
真
君
の
結
婚
式
を

高
1
担
任
の
飛
嶋
教
諭
、
高
2
担
任
の
井
上

教
諭
、
高
3
担
任
の
德
永
が
見
守
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
教
員
に
と
っ
て
も

大
き
な
喜
び
で
す
。
お
二
人
は
3
年
間
を
同

級
生
と
し
て
過
ご
し
、
青
春
時
代
の
荒
波
を

一
緒
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
時
の
喜
び
も
、
失
敗
し

た
時
の
涙
も
、大
縄
跳
び
の
心
地
よ
い
疲
れ
、

そ
し
て
受
験
の
緊
張
感
も
、
様
々
な
こ
と
を

一
緒
に
経
験
し
、
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
こ

と
は
、
新
し
い
ご
家
庭
の
礎
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。ご
結
婚
の
報
告
に
来
ら
れ
た
時
、

「
い
つ
の
間
に
か
親
友
に
な
っ
て
い
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
律
さ
ん
和
真
君
は
夫

婦
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
親
友
で
あ
り
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
人
生
の
荒
波
を
共
に
乗
り
越
え
、
お

互
い
を
支
え
あ
っ
て
行
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
二
人
の
新
し
い
ご
家
庭
に
心
よ
り
の

祝
福
を
送
る
と
と
も
に
、
末
永
い
お
幸
せ
を

お
祈
り
し
ま
す
。

律
さ
ん
、
和
真
君
、

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

【
明
治
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
同
窓
会

（
白
金
会
）
収
支
計
算
書
】

　

　

白
金
会
の
連
絡
先
に
つ
い
て

info@mg-shirokane.com

URL

https://mg-shirokane.com/

メールアドレス

白金会ホームページQRコード

白
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
連
絡
先
は
、

左
記
の
通
り
で
す
。

収　　入 支　　出
初年度会費
年会費
賛助金
高等学校新校舎建設費
懇親会費
雑収入

小計
前年度繰越金
合計

明治学院中学校・高等学校同窓会（白金会）
収支計算書（2022年 4月 1日～ 2023年 3月 31 日） 

1,856,588
0

132,000
316,478
21,336
39,882
93,566
707,905
436,392
54,913
50,000
275,000
80,000

2,000,000
0
0

6,064,060
4,925,792
10,989,852

3,660,000
546,000
328,000
401,000

0
7

4,935,007
6,054,845
10,989,852

会報誌発行費
年度役員会・総会開催費
委員会活動費
事務用品費
交際費
通信費
ホームページ作成費
会員名簿整備管理費
会員名簿製作費
振込手数料
在校生支援費
卒業生記念品費
特別記念品費
高等学校新校舎建設費
雑費
予備費
小計
次年度繰越金
合計

德
永 

望

飛嶋先生のご長女、咲良ちゃんよりお花をプレゼント



2023年 6月 1日　白金の丘

（3）第 22号

　

2
0
2
2
年
７
月
１
日
（
金
）、
新
橋
の

某
所
に
て
「
小
暮
修
也
学
院
長
・
石
川
理
校

長
お
疲
れ
様
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
暮

先
生
は
1
9
7
6
年
に
明
治
学
院
に
入
職
さ

れ
、
高
校
で
教
員
30
年
、
副
校
長
を
３
年
、

校
長
を
５
年
、
そ
し
て
学
院
長
を
８
年
、

2
0
2
2
年
３
月
ま
で
計
46
年
間
も
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
石
川
先
生
は
2
0
2
2
年
３
月

ま
で
２
期
８
年
間
、
校
長
と
い
う
要
職
に
就

か
れ
、
現
在
も
数
学
科
の
教
師
と
し
て
教
鞭

を
執
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

白
金
会
か
ら
は
記
念
品
と
し
て
ウ
エ
ッ
ジ

ウ
ッ
ド
社
製
の
置
時
計
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
小
暮
先
生
か
ら
は
白
金
会
の
各
メ
ン

バ
ー
に
お
土
産
を
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
し

た
。
両
先
生
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
！

左から、白金会荻原副会長、髙橋会長、石川先生、小暮先生、平木監事、安田監事、畑副会長、田中副会長

記念品贈呈

これからも益々素晴らしい時を刻んでいただきたいという
願いを込めて、置時計を贈呈させていただきました。

　

　

　
小
暮
修
也
学
院
長
・
石
川
理
校
長
お
疲
れ
様
会



2023年 6月 1日　白金の丘

（5）第 22号

2023年 6月 1日　白金の丘

第22号（4）

　

2
0
2
2
年
７
月
30
日
（
土
）
14
時
よ
り
、

明
治
学
院
高
等
学
校
新
校
舎
の
献
堂
式
が
、

明
治
学
院
礼
拝
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

式
次
第

司　

式
：
田
丸
修
先
生

奏　

楽
：
長
谷
川
美
保
先
生

前　

奏

賛　

美　
　

讃
美
歌
３
１
２

　
　
　
　
　

い
つ
く
し
み
深
き　
　

全
員

聖　

書　
　

詩
編
１
１
８
：
22
〜
23　
　

  

　
　
　
　
　

竹
澤
潤
平
先
生
（
聖
書
科
）

祈　

祷　
　

竹
澤
潤
平
先
生
（
聖
書
科
）

献
堂
の
辞　

山
﨑
雅
男
理
事
長

感
謝
状
贈
呈 

 
 

 

　
　
　
　
　

山
﨑
雅
男
理
事
長

挨　

拶　
　

德
永
望
校
長
先
生

賛　

美　
　

讃
美
歌
５
３
９

　
　
　
　
　

あ
め
つ
ち
こ
ぞ
り
て　

全
員

祝　

祷　
　

北
川
善
也
学
院
牧
師

後　

奏
明
治
学
院
高
等
学
校　
新
校
舎　
献
堂
式

献堂式の式次第献堂式の式次第

玄関ホール：情報ラウンジ玄関ホール：情報ラウンジ図書室図書室自習スペース自習スペースコンピューター室コンピューター室

展開教室（開放型）展開教室（開放型）

一般HR一般HR

家庭科室家庭科室

化学実験室化学実験室

礼拝ホール礼拝ホール 書道室書道室 チャペルガーデンチャペルガーデン グリーンコートグリーンコート 募金寄付者銘板募金寄付者銘板



2023年 6月 1日　白金の丘

第22号（6）

も
怖
い
病
気
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ

が
、認
知
症
の
な
か
で
も
患
者
数
の
最
も
多
い
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
場
合
、認
知
症
の
前

段
階
で
あ
る
M
C
Ⅰ（
軽
度
認
知
障
害
）の
状
態

で
生
活
習
慣
・
運
動
習
慣
等
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
で
、症
状
が
改
善
し
、認
知
症
の
発
症
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

M
C
Ⅰ
の
兆
候
を
早
期
に
発
見
し
、対
策
を
講

じ
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
現
役
と
は
】

単
に
定
年
後
も
職
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。現
役
を
英
訳
す
る
と「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」

と
な
る
よ
う
に
、自
発
性
を
持
っ
て
、積
極
的
に
仕

事
や
何
か
し
ら
の
活
動
に
携
わ
り
、社
会
に
と
っ

て「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」に
な
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。生
涯
現
役
を
実
践
す
る
上
で
大
切

な
の
は
、日
「々
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
？
」

と
自
ら
に
問
い
続
け
、小
さ
く
と
も
目
標
を
立
て

て
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重
ね
る
こ
と
で
す
。

【
人
間
関
係
に
自
信
が
あ
り
、体
が
丈
夫
な
ん
て

人
は
ま
ず
い
な
い
】

失
敗
す
る
事
を
怖
が
ら
ず
に
、失
敗
し
て
も
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
で
、自
信
が
生
ま
れ
る
。ア
メ

リ
カ
の
心
理
学
者
マ
ズ
ロ
ー
は「
食
べ
る
」「
住
む
」

「
家
族
を
持
つ
」と
い
う
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
と
、

次
は
社
会
的
に
承
認
さ
れ「
自
分
ら
し
く
生
き
た

い
」と
い
う
願
い
が
生
じ
る
と
言
っ
て
い
る
。

【
悪
口
を
言
わ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
】

世
の
中
に
悪
口
を
言
わ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。は

じ
め
は
悪
口
を
言
わ
な
か
っ
た
人
も
、他
人
が
悪

口
を
聞
い
て「
あ
の
人
は
陰
で
コ
ソ
コ
ソ
言
う
よ

う
な
人
だ
」な
ど
と
悪
口
を
言
っ
て
仲
間
入
り
。

お
そ
ら
く
悪
口
は
二
酸
化
炭
素
の
よ
う
な
も
の

で
、吐
き
出
さ
な
い
と
人
間
は
生
き
て
い
け
な
い

の
で
す
。悪
口
は
確
か
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
も

多
々
あ
り
、二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
植
物
の

よ
う
に
、自
分
の
栄
養
分
に
し
ま
し
ょ
う
。そ
う
、

悪
口
は
こ
や
し
だ
と
思
い
ま
し
ょ
う
。こ
や
し
は

臭
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
や
し
が
な
け
れ
ば

美
し
い
花
も
咲
き
ま
せ
ん
。ど
う
し
て
も
悪
口
・

陰
口
に
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、ト
イ
レ

な
ど
で
は
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
ょ
う
。陰
口
防
止

　
今
回
も「
思
い
つ
く
ま
ま
に
」を
Ⅵ
と
し
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
人
生
で
一
番
大
事
な
も
の
】　

２
０
２
２
年
8
月
24
日
に
90
歳
で
亡
く
な
っ
た
、

稲
盛
和
夫
氏
（
京
セ
ラ
、
K
D
D
I
創
業
者
）

の
言
葉

「
い
ま
の
若
い
人
た
ち
の
中
に
自
分
が
望
ん
で
い
る

道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
い
た
と
し

て
も
、い
ま
あ
る
目
の
前
の
仕
事
に
脇
目
も
振
ら

ず
、全
身
全
霊
を
懸
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、必
ず
や

新
し
い
世
界
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
で
す
。で
す
か
ら
、不
平
不
満
を
漏
ら
さ
ず
、

い
ま
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
に
一
生

懸
命
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ
が
人
生

を
輝
か
し
い
も
の
に
し
て
い
く
唯
一
の
方
法
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

（
稲
盛
流
成
功
哲
学
の
要
諦
と
い
え
ま
す
）

【
認
知
症
は
早
期
発
見
で
予
防
可
能
な
時
代
へ
】

今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た「
認
知
症
」の
名
称

が「
痴
呆
」か
ら
変
更
さ
れ
た
の
は
2
0
0
4
年

の
こ
と
で
医
学
上
の
正
式
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
信

じ
が
た
い
こ
と
で
す
。

認
知
症
に
は
な
り
た
く
な
い
し
、な
っ
て
ほ
し
く

な
い
。そ
れ
は
、誰
も
が
願
う
こ
と
で
し
ょ
う
。厚

生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、2
0
2
5
年
に
は
65
歳

以
上
の
約
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
り
、そ
の

数
は
7
0
0
万
人
を
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。「
人

生
１
０
０
歳
時
代
」と
い
わ
れ
る
現
代
の
日
本
に

お
い
て
、認
知
症
は
最
大
の
社
会
問
題
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
認
知
症
は
、進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
完
治
す
る
方

法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、シ
ニ
ア
に
と
っ
て
最

と
気
晴
ら
し
を
兼
ね
て
。世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
人
が
い
ま
す
。悪
口
、中
傷
、う
わ
さ
話
等
、そ

の
中
で
心
乱
れ
な
い
よ
う
に
、自
分
を
ど
う
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
、現
代
社
会
に
生
き
る

私
た
ち
の
課
題
で
す
。

「
物
事
を
前
向
き
に
考
え
る
」「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
」「
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
な
い
」「
明
る
く

謙
虚
で
あ
る
」と
い
う
方
向
に
自
分
の
心
を
鍛
え

続
け
た
人
た
ち
が
、見
事
な
人
生
を
生
き
た
人

た
ち
で
す
。

【
う
つ
病
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
】

①
笑
う
習
慣
を
つ
く
る（
笑
う
門
に
は
福
来
る
）

②
悩
み
は
人
に
打
ち
明
け
る（
孤
立
す
る
の
を
避

け
る
）

③
普
段
か
ら
少
し
で
も
楽
観
的
に
物
事
を
と
ら

え
る（
悲
観
的
に
と
ら
え
す
ぎ
な
い
）

④
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
適
度
な
運
動
を
す
る（
よ

り
良
い
睡
眠
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
）

⑤
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
一
度
に
し
な
い（
心
と
身

体
に
余
裕
を
）

⑥
一
日
15
分
か
ら
20
分
目
を
つ
ぶ
り
好
き
な
音
楽

を
聴
く（
穏
や
か
な
気
分
に
な
る
音
楽
を
）

【
毎
日
、心
に
も
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
が
必
要
で
す
】

一
日
10
分
、意
識
し
て
内
面
を
洗
う
時
間
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
時
間
で
、羨
望
、嫉
妬
、

自
己
嫌
悪
な
ど
、す
べ
て
を
洗
い
流
し
て
き
れ
い

に
し
ま
す
。次
に
一
日
一
回
、他
人
に
気
づ
か
れ
な

い
よ
う
に
、善
い
こ
と
を
す
る
。こ
の
積
み
重
ね
で

他
者
の
心
に
気
付
け
る
人
に
な
り
ま
す
。心
を
き

れ
い
に
す
る
習
慣
を
つ
け
た
人
は
、年
を
取
る
に

つ
れ
て
、見
た
目
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。そ
れ
は

表
情
が
美
し
く
、く
す
み
が
な
い
か
ら
。お
し
ゃ
れ

に
か
け
る
時
間
の
一
割
を
心
を
き
れ
い
に
す
る
時

間
に
使
っ
て
、す
て
き
な
人
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

【
安
岡
正
篤（
マ
サ
ヒ
ロ
）氏
の
言
葉
よ
り
】

・「
縁
尋
奇
妙（
エ
ン
ジ
ン
キ
ミ
ョ
ウ)

」

　
「
多
縫
勝
因（
タ
ホ
ウ
シ
ョ
ウ
イ
ン)

」

よ
い
縁
は
さ
ら
に
良
い
縁
を
尋
ね
て
い
く
仕
方
が

実
に
奇
妙
で
あ
る

良
い
人
に
交
わ
っ
て
い
く
と
、気
づ
か
な
い
う
ち
に

良
い
結
果
に
恵
ま
れ
る

良
き
人
に
交
わ
り
、良
い
縁
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

会
窓
同
校
学
等
高

・
校
学
中
院
学
治
明

）
会
金
白
（

木
平

巖）
卒
年
２
６
９
１
（

　

心
を
養
い
、真
実
の
学
び
を
学
び
続
け
て
い
く
人

生
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す

・「
賢（
け
ん
）は
賢
な
り
に
、愚（
ぐ
）は
愚
な
り

に
、一
つ
の
こ
と
を
何
十
年
も
継
続
し
て
い
け
ば
必

ず
も
の
に
な
る
も
の
だ
。君
、別
に
偉
い
人
に
な
る

必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
。社
会
の
ど
こ
に
あ
っ
て

も
、そ
の
立
場
立
場
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ

人
に
な
る
。そ
の
仕
事
を
通
し
て
世
の
た
め
人
の

た
め
に
貢
献
す
る
。そ
う
い
う
生
き
方
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
そ
の
立
場
立
場
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
人

に
な
る
ー
安
岡
正
篤
氏
が
す
べ
て
に
人
に
託
し
た

願
い
）

【
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
正
し
い
や
り
方
】

（
直
立
し
た
状
態
か
ら
膝
関
節
の
屈
曲
・
伸
展
を

繰
り
返
す
運
動
）

①
肩
幅
に
足
を
広
げ
る（
つ
ま
先
は
少
し
外
側
に

向
け
る
）

②
背
筋
を
伸
ば
し
、地
面
と
太
モ
モ
が
平
行
に
な

る
ま
で
下
げ
て
い
く

⓷
膝
が
伸
ば
し
き
ら
な
い
位
置
ま
で
ゆ
っ
く
り
と

戻
す　

実
施
回
数　

15
回×

３
セ
ッ
ト

ポ
イ
ン
ト

①
膝
が
つ
ま
先
よ
り
も
前
に
出
な
い
よ
う
、お
尻

を
後
ろ
に
突
き
出
す

②
背
中
が
丸
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る

③
膝
が
内
側
に
入
ら
な
い
よ
う
す
る

【
笑
う
練
習
を
し
て
く
だ
さ
い
】（
そ
の
５
ー
で
も

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

①「
し
ゅ
う
び
」を
開
く

②
目
じ
り
を
下
げ
る

⓷「
こ
う
か
く
」を
上
げ
る

下
あ
ご
を
出
し
て　

フ
ー
と
吹
い
て　

笑
う
練
習

を
し
て
く
だ
さ
い
。顔
を
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。

「
笑
う
」と
脳
が
活
性
化
さ
れ
ま
す
。心
に
笑
顔
を

　

顔
に
笑
顔
を　

体
に
笑
顔
を
。

【
笑
顔
が
一
番
で
す
】

「
感
動
は
人
を
変
え
る
。笑
顔
は
人
を
潤
す
。夢
は

人
を
豊
か
に
す
る
。そ
し
て
、感
動
し
、笑
顔
、夢

を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、人
間
だ
け
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

幹
　
事

　

　

　

法
康
健
の
私

９
の
そ

思
い
つ
く
ま
ま
に
（
Ⅵ
）
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大
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井

柴
田

太
田

守
永

松
前

宇
佐
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田

加
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本
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田
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橋
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村

大
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高
畑
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井
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田

江
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高
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加
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松
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和
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松
宮
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大
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工
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本
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朝
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前
田

安
田
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手
塚
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秋
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田
丸
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山
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集
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古
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山

都
築

大
橋

新
井

丸
山

宗
像

巌
克
昌保

和
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武
雄

鐵
夫

秀
夫

謙
一

奈
隆

正
直

正
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俊
一優勲

英
一

洋
一

広
道

憲
一
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一

洋
一

典
良
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田
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三
田
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生
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村

津
田

鈴
木

鮎
川

柴
田

中
村

小
西

庄
一

勝
也誠

芳
盛

善
博

昭
彦

弘
和

俊
久

伸
介

優
徳

宏
和

典
広

好
正

泰
治

直
人

誠
一
郎

健
一

英
樹

長
司

康
則

田
中

岡
戸

摩
尼

荒
木

渡
辺

岩
波

小
林

久
我

千
葉

五
島

小
野
寺

吉
澤

黒
沢

中
村

佐
﨑

加
藤

渡
辺

米
谷

齊
藤

水
田

正
孝

正
典真

順
美

史
章

茉
莉

昇
平

蔵
人

俊
明

晃
希

晴
多

裕
貴

梨
恵

祥
子

俊
介

頌
大

彩
花

怜
羅

友
一
郎

実
亜

野
口

鎌
田

上
野

岩
崎

空
紗
衣

華
蓮

冨
一
郎

松
前

田
中

藤
井

吉
田

大
久
保

佐
藤

近
藤

藤
森

竹
永

溝
渕

大
塚

篠
崎

髙
橋

鈴
木

雨
宮

酒
巻

孝
廣

信
男茂

和
男

忠
男

義
顕

茂
弥

一
喜

卓
史

碵
治

和
彦徹

敏
幸

恵
一

康
文

雷
太

高
瀬

勝
見

小
林

摩
尼

五
島

佐
﨑

加
藤

渡
辺

鎌
田

岩
崎

勝
也

善
博

弘
和真

晃
希

俊
介

頌
大

彩
花

紗
衣

冨
一
郎

※

年
会
費
・
賛
助
金

納
入
者
氏
名

2
0
2
2
年
４
月
１
日

か
ら
2
0
2
3
年
３
月

31
日

※

新
校
舎
建
設
費

納
入
者
氏
名

2
0
2
2
年
４
月
１
日

か
ら
2
0
2
3
年
３
月

31
日

一
九
四
八
年（
旧
中
）

一
九
五
三
年（
新
中
）

一
九
五
一
年

一
九
五
二
年

一
九
五
三
年

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
〇
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年

一
九
六
四
年

一
九
六
五
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
八
〇
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
五
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
三
年

二
〇
〇
九
年

二
〇
一
〇
年

二
〇
一
二
年

二
〇
一
三
年

二
〇
一
四
年

二
〇
一
五
年

二
〇
一
六
年

二
〇
一
七
年

二
〇
一
八
年

二
〇
一
九
年

二
〇
二
〇
年

一
九
五
一
年

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
〇
年

一
九
六
二
年

一
九
六
四
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
一
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
九
五
年

二
〇
一
三
年

二
〇
一
六
年

二
〇
一
七
年

二
〇
一
九
年

二
〇
二
〇
年

校
舎
建
築
募
金
納
入
者
氏
名
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　上記未着者の連絡先をご存知の方は、ご本人に同意の上、明治学院中学校・高等学校同窓会まで郵便またはFAX・メールにてご連絡下さい。
　（担当者は常駐しておりませんので同窓会及び学校への電話によるご連絡はご遠慮下さい。）

〒108-0071 東京都港区白金台 1丁目 2番 37号　明治学院高等学校内　FAX:03-3634-0895  E-mail：info@mg-shirokane.com
明治学院中学校・高等学校 同窓会（白金会）

日暮
須田
福井
羽田
奥野
宮嶋
南
小森
佐野
鎌田
井上
関根
市野
吉田
鳥居
山下
松尾
川上
酒井
田谷
田中
玉田
金子
星宮
鈴木
増田
尾針
宮崎
岸本
平沢
高柳
武井
関口
常見
治下
加瀬
安川
五通
東田
池田
矢島
鈴木
吉田
井原
品田
池上
中谷
丹羽
野秋
川上
宮下
吉村
安藤
梅居
島津
石川
横川
豊岡
若林
長野
山口
中内
細川
平林
上野
渡辺
宮寺
鴨井
大村
原
村田
宇佐美
大平
金子
後藤
川渕
大和田
二木
西脇
貴志
田畑
田中
高柳
島村
滝井
北島
杉浦
石黒

武二
光雄
幸雄
清
孝一
吾朗
自斉
三喜夫
彌三郎
栄太郎
静夫
賢一
栄一
雄
聰之
忠
昭二
賢治
正光
義和
喜勝
靖正
秀夫
重
信
浩二
得介
智司
昌恭
和実
敏宏
寛治
登
義隆
恒一郎
正貴
栄次郎
貴世
絵美
峯吉
吉春
信
一夫
浩一
英夫
竹二
健志
富美雄
清
哲正
和之助
文吾
裕
幸雄
登
伸佳
秀継
伸光
孝
暎夫
雅敏
一雄
貞弘
幹雄
芳一
弘
達雄
博
純一
伸一
欣一
俊夫
一雄
正一
進一
晴久
国基
修一
三郎
正彦
靖邦
隆
彰男
忠輝
保
康邦
正
康忠

河合
土橋
平林
神山
中場
村田
上野
増田
藤井
鈴木
石毛
田坂
久保
北村
丹羽
西原
嶋村
保坂
小野里
沢味
佐藤
野村
浅海
桜井
竹野内
小山
山下
丸山
山田
高野
両角
椎橋
椎橋
横山
石田
江尻
逸見
舟山
小原
早見
北原
根津
佐藤
中寺
原田
渡辺
湯本
米田
小山
安藤
大城
鈴木
栗原
藤本
西川
小林
笈川
松本
菅野
佐藤
坂巻
甘糟
浦上
吉川
志田
月村
山田
伊藤
田辺
阿部
田村
竹内
藤原
伊藤
吉田
植村
長谷川
柳沢
岡
佐藤
五十畑
松原
金子
岡崎
岸田
松井
太田
小野塚

宏紀
敏孝
幸雄
義機
義之助
一彦
茂
隆

章太郎
秀則
一昌
重美
浩一郎
悌二
昭男
秀典
紘司
敏夫
弘基
秀行
通
裕
弘之
進
慶二
守
彰
恒之
武昭
基一郎
旦
信幸
信幸
恵一
美津夫
宗市郎
正樹
紳一
映司
正美
裕三
豊和
栄一
静雄
定明
康
勝己
光生
和義
史則
真治
隆一
章
明徳
茂喜
東平
正男
学
静
和則
正夫
勇
均
達己
晴彦
隆夫
和夫
雄二
豊
謙三
泉
寛
祐司
隆雄
清嗣
一夫
陽一
信介
勝彦
佐登志
厚

敬二郎
博正
文彦
早生
孝之
裕久
正晴

矢後
横山
青山
猪野
大越
仁藤
上野
樫村
菅居
齋藤
木村
水渓
増田
今江
板橋
岡田
林
宮本
中川
舘
鈴木
吉野
鎌形
松永
植田
阿久津
図斉
酒井
潮田
山口
森
伊東
茅原
伊東
丸田
前田
大野
竹繁
佐藤
楠本
高橋
辻
岩崎
高橋
安原
松丸
宮内
中野
遠藤
小林
加藤
桜井
小宮
阿部
関根
東
鈴木
渡辺
望月
安重
谷川
白石
諸星
荒井
石井
渡邊
大野
大滝
島口
篠
伊東
阿部
井出
田中
高橋
池上
島田
高安
白崎
岡嶋
福本
豊島
浦浪
関原
鳥海
西村
鶴見
斉藤

洋一郎
清
昌裕
重久
義雄
雅晴
英人
裕治
世志雄
健司
滋
智満
要一
一隆
保夫
宏之
真弘
博一
俊夫
康史
卓久
文人
峰夫
健嗣
正已
一郎
幸男
勝弥
考行
敦夫
幸太郎
久夫
将弘
俊治
章善
武郎
和廣
義隆
和人
修
一之
修一
淳一
裕之
直樹
浩
祐治
幹久
伸哉
弘和
泰司
義久
司
泰弥
健司
賢信
浩
清忠
圭一郎
浩幸
和義
光男
聖臣
敏宏
宏幸
寿彦
浩治
明伯
繁夫
時男
達也
誠
隆彦
秀樹
真人
淳一
功一
眞
敏孝
成光
幹也
雅弘
章行
滋雄
武俊
勉
孝
充

土方
石本
酒匂
戸祭
戸塚
石塚
石橋
山崎
小野
増谷
石川
冨澤
角山
宮嵜
宮田
脇山
大塚
山路
田中
新藤
園田
和田
濱中
根岸
大田
山崎
塚田
老川
海老沼
増谷
石村
西村
柏原
岩城
山田
井上
杉山
鈴木
坪井
尾崎
湯浅
宮崎
高橋
松山
竹下
田草川
末弘
町田
末弘
広井
大木
二瓶
滝野
鈴木
阿部
渡辺
毛利
金森
小堀
金田
田中
鮎川
小林
森原
鈴木
関口
大橋
後藤
細谷
西住
塩田
柴田
四家
辻井
岡田
吉田
高橋
石野
春名
笛木
荒木
飯島
曽根田
浅野
八杉
木原
渡辺
野坂

公久
義人
博
仁司
洋介
雅章
英徳
嘉浩
源一
一弘
学
章人
隆生
洋二
智成
岳士
茂之
正
達也
健也
和伸
剛
久幸
達哉
圭二
浩
忠一
類郎
志信
隆
浩一
繁
滋

耕一郎
幹雄
善史
慶太
眞
啓
和典
茂雄
大樹
宏明
浩
伸吾
康一
健一郎
紀彦
健一郎
啓文
弘久
達
泰
真吾
東生
聡

浩太郎
康人
幸二
浩一
千春
健一
克己
元彦
一輝
弘志
俊昭
博和
一範
幹太
勇一
英樹
智
寛之
孝
智久
利次
博一
保宏
茂郎
央
拓也
真
哲郎
雄
満雄
亘
卓実

山本
影山
山田
内田
秋谷
松原
和田
武
並木
小山
山田
森
坂口
須々木
直井
三橋
渡辺
椎橋
高木
河上
伊藤
鈴木
名雪
田村
村上
剣持
鴻巣
小保方
広田
山川
芹田
山口
池田
長島
新井
渡辺
中澤
大河原
小林
神守
二宮
八田
杉浦
寺田
松丸
山田
老子
浜村
白旗
八幡
窪田
奥田
岸
吉田
小平
手塚
内田
笠原
前田
大島
岡野
久保
高橋
平林
渡辺
高野
加藤
高木
上坂
磯崎
平井
佐々木
光田
寺田
山田
武藤
染谷
松居
藤原
石橋
横田
高橋
伊藤
清田
星
吉田
田中

敦之
武利
光彦
慶
考士
義徳
将盛
今日太
俊裕
聡

自由里
正浩
しのぶ
真実
岳文
さおり
正人
昌子
茂隆
友秀
博憲
慎也
知美
雄慈
和生
未来子
祐
晶子
智彦
尚子
健伺
尚子
豪介
勇太
美羽
貴
峰斗
正人
香織
弘志
泉
実枝
愛

まゆみ
還太郎
有紀子
水木
信之
真大
麻衣子
慎平
実広
大地
晋
弥生
亜希子
愛
洋
智恵
一貴
武夫
明子
悦子
宏美
創
芳幸
南
亮
誠
亜衣
泰裕
健児
良美
佳史
覚
真衣
雅子
敦
彩恵
一紘
晃治
亜由美
海

美智子
祐太
怜奈
綾

大崎
土岐
府金
野村
佐々江
石川
中村
大西
石川
山田
伏見
白井
井上
菊谷
松下
和田
井上
濱田
加藤
武藤
岡本
中澤
村井
古川
中村
光山
李
金子
尾ヶ井
松島
横路
浅古
安
奥田
平倉
長島
坂井
田中
飯田
萩原
伏見
長谷川
谷口
加瀬
前田
増田
大川
長沢
佐藤
加藤
寺阪
小沼
渡邉
渡邉
平澤
村井
佐々
萩原
加藤
小玉
中村
渡部
佐々
ジョール
佐藤
安西
高橋
利根澤
岡本　
栗原　
樋口　
土屋　
中村　
瀧口　
清水　
河村　
矢澤　
太田　
桃﨑　
阿部　
赤間　
大竹　
原　
江原
伊藤　
神房　
西田

篤
聖也
重樹
崇仁
茉莉花
和馬
圭記
紀子
由佳
北人
優穂
亜沙美
美沙
美咲
明嗣
希望
祥太郎
麻衣
怜
歩美
渉
和也
良啓
能

智恵子
侑香
正太
臨
彩子
かおり
貴幸
義幸
花奈
想家
有貴
美佳
翔太
慎
樹
悠希
優花
千紗
柊人
宗一郎
慶樹
裕人
洋香
智大
智之
利穂
大晃
史織
学
裕太
清里
優来
健人
修平
孝一
ひとみ
稔
芳美
健人
海
麻美
芹生
東子
瞳
花
彰平
史乃
大輔
萌

奈津子
拓真
恵彦
春佳
　尚輝
　友紀
満帆
菜花
真由
雄希
泰介
拓真
いちご
眞優子

※情報は、2023年3月末時点です。その後所在地が確認できた際はご容赦ください。

籾山
岡田
山本
加藤
森田
宮部
宮田
山口
二郷
大西
千葉
久永
岡田
亀井
伊藤
齊川
清水
三田
日野
岡田
伊藤
神原
大寳
多賀
河田
白石
北本
富岡
水田
吉田
小場
小川
杉浦
髙橋
中村
小澤
菊谷
須藤
関
天王寺谷
長縄
佐野
山田
高橋
橋本　
宮田　
周
中村
野澤
坂本
遠藤
木村
湯下
山本
上林
浅見
古海
織田
亀井
竹谷
岩田
青山
下川
松本
三池
本多
松石
中村
高橋
湯澤
水代
深谷
菊野
佐々木
松原
片岡
上野
藤田
長谷川　
花山
雨貝
藤井
草刈
富澤
小野
川島
栗田

麻美
一哉
晋平
準一朗
賢東
雅也
律
幹矢
夏
拳伍
雪輝乃
ロバート英雄
侑磨
勇人
涼夢
媛乃
あやめ
智哉
泰亮
美紅
萌
悠汰
優美
悠亮
大輝
カオル
晴也
泰基
実亜
帆花
大嘉
雄大
諒磨
直樹
理沙
怜
杏奈
萌

里菜子
あやの
晴也
めぐみ
湧作
駿輔
鉄平
伶
建友
優喜奈
祈里
翔
叶夢
樹
莉早
陸久
めぐみ
菜都実
暖

倖之介
ひかる
歩華
立
智大
真里亜
実澪
智大
梨瑚
萌花
円香
実希
泰成
菜々海
直正
萌愛

レヴィ沙羅
尊

さくら
優太
理子
眞子
詩音
未羽
智史
直人
優花
凌
崇聖
泉美

旧中1929
旧中1932
旧中1932
旧中1933
旧中1934
旧中1935
旧中1936
旧中1936
旧中1937
旧中1940
旧中1941
旧中1943
旧中1943
旧中1943
旧中1944
旧中1944
旧中1944
旧中1945
旧中1945
旧中1945
旧中1946
旧中1947
旧中1947
新中1948
新中1949
新中1950
新中1952
新中1956
新中1956
新中1963
新中1963
新中1964
新中1965
新中1966
新中1968
新中1968
新中1968
高校
高校
高校1949
高校1949
高校1949
高校1950
高校1950
高校1950
高校1950
高校1951
高校1951
高校1951
高校1951
高校1952
高校1952
高校1952
高校1952
高校1952
高校1953Ｃ
高校1953Ｄ
高校1953Ｄ
高校1953Ｅ
高校1954Ａ
高校1954Ａ
高校1954Ｂ
高校1954Ｄ
高校1954Ｄ
高校1954Ｄ
高校1955Ａ
高校1955Ｂ
高校1955Ｂ
高校1955Ｄ
高校1955Ｄ
高校1956Ａ
高校1956Ａ
高校1956Ｃ
高校1956Ｄ
高校1957Ａ
高校1957Ｂ
高校1957Ｃ
高校1958
高校1958Ｃ
高校1958Ｄ
高校1958Ｅ
高校1958Ｅ
高校1958Ｅ
高校1959Ａ
高校1959Ａ
高校1959Ｂ
高校1959Ｃ
高校1959Ｃ

高校1959Ｄ
高校1959Ｄ
高校1959Ｄ
高校1960Ａ
高校1960Ｂ
高校1960Ｂ
高校1960Ｃ
高校1960Ｄ
高校1960Ｅ
高校1960Ｅ
高校1960Ｆ
高校1960Ｆ
高校1961
高校1961Ｂ
高校1961Ｃ
高校1961Ｄ
高校1961Ｆ
高校1962Ａ
高校1962Ｄ
高校1962Ｅ
高校1962Ｅ
高校1963
高校1963Ｂ
高校1963Ｂ
高校1963Ｅ
高校1963Ｆ
高校1964Ｂ
高校1964Ｇ
高校1965Ａ
高校1965Ｂ
高校1965Ｅ
高校1966Ｂ
高校1966Ｂ
高校1966Ｃ
高校1966Ｆ
高校1967Ａ
高校1967Ａ
高校1967Ａ
高校1967Ｂ
高校1967Ｃ
高校1967Ｅ
高校1967Ｅ
高校1967Ｆ
高校1967Ｆ
高校1968Ａ
高校1968Ｂ
高校1968Ｃ
高校1968Ｃ
高校1968Ｄ
高校1968Ｄ
高校1968Ｅ
高校1968Ｅ
高校1968Ｅ
高校1968Ｆ
高校1969
高校1969Ａ
高校1969Ａ
高校1969Ｂ
高校1969Ｄ
高校1969Ｄ
高校1969Ｄ
高校1969Ｆ
高校1969Ｆ
高校1969Ｆ
高校1970Ａ
高校1970Ａ
高校1970Ａ
高校1970Ａ
高校1970Ｂ
高校1970Ｂ
高校1970Ｃ
高校1970Ｃ
高校1970Ｃ
高校1970Ｅ
高校1970Ｆ
高校1971Ｃ
高校1971Ｄ
高校1971Ｅ
高校1971Ｅ
高校1971Ｆ
高校1971Ｇ
高校1971Ｇ
高校1971Ｇ
高校1971Ｇ
高校1971Ｈ
高校1971Ｈ
高校1972Ａ
高校1972Ａ

高校1972Ａ
高校1972Ａ
高校1972Ｂ
高校1972Ｂ
高校1972Ｂ
高校1972Ｂ
高校1972Ｂ
高校1972Ｃ
高校1972Ｃ
高校1972Ｃ
高校1972Ｄ
高校1972Ｄ
高校1972Ｄ
高校1972Ｅ
高校1972Ｅ
高校1972Ｆ
高校1972Ｆ
高校1973Ｂ
高校1973Ｃ
高校1973Ｆ
高校1973Ｇ
高校1973Ｇ
高校1974Ａ
高校1974Ａ
高校1974Ｃ
高校1974Ｅ
高校1974Ｆ
高校1975Ａ
高校1975Ａ
高校1975Ｂ
高校1975Ｂ
高校1975Ｃ
高校1975Ｃ
高校1975Ｅ
高校1975Ｆ
高校1975Ｆ
高校1975Ｆ
高校1976Ｂ
高校1976Ｃ
高校1976Ｄ
高校1976Ｄ
高校1976Ｆ
高校1976Ｆ
高校1977Ｃ
高校1977Ｃ
高校1977Ｃ
高校1977Ｆ
高校1977Ｆ
高校1977Ｇ
高校1977Ｇ
高校1977Ｇ
高校1977Ｇ
高校1978Ｃ
高校1978Ｃ
高校1978Ｆ
高校1978Ｆ
高校1978Ｇ
高校1978Ｇ
高校1979Ａ
高校1979Ｂ
高校1979Ｂ
高校1979Ｂ
高校1979Ｂ
高校1979Ｄ
高校1979Ｄ
高校1979Ｄ
高校1979Ｅ
高校1979Ｅ
高校1979Ｅ
高校1979
高校1980Ａ
高校1980Ａ
高校1980Ｃ
高校1980Ｃ
高校1980Ｃ
高校1980Ｃ
高校1980Ｃ
高校1980Ｄ
高校1980Ｄ
高校1980Ｄ
高校1980Ｄ
高校1980Ｅ
高校1980Ｅ
高校1980Ｆ
高校1981Ａ
高校1981Ａ
高校1981Ａ
高校1981Ｃ

高校1981Ｄ
高校1981Ｄ
高校1981Ｅ
高校1981Ｅ
高校1981Ｅ
高校1981Ｆ
高校1981Ｆ
高校1981Ｆ
高校1981
高校1982Ｂ
高校1982Ｂ
高校1982Ｃ
高校1982Ｄ
高校1982Ｄ
高校1982Ｅ
高校1983Ａ
高校1983Ａ
高校1983Ａ
高校1983Ｃ
高校1983Ｄ
高校1983Ｄ
高校1983Ｄ
高校1983Ｆ
高校1983Ｆ
高校1984Ｂ
高校1984Ｃ
高校1984Ｃ
高校1984Ｃ
高校1984Ｄ
高校1984Ｅ
高校1984Ｅ
高校1984Ｅ
高校1984Ｅ
高校1984Ｅ
高校1985Ｂ
高校1985Ｃ
高校1985Ｅ
高校1986Ａ
高校1986Ａ
高校1986Ａ
高校1986Ａ
高校1986Ａ
高校1986Ｂ
高校1986Ｃ
高校1986Ｄ
高校1986Ｄ
高校1986Ｄ
高校1986Ｄ
高校1986Ｄ
高校1986Ｅ
高校1986Ｅ
高校1986Ｆ
高校1986Ｆ
高校1986Ｆ
高校1986Ｆ
高校1986Ｇ
高校1987Ｂ
高校1987Ｂ
高校1987Ｃ
高校1987Ｄ
高校1987Ｅ
高校1988
高校1988Ａ
高校1988Ｃ
高校1988Ｃ
高校1988Ｃ
高校1988Ｆ
高校1989Ａ
高校1989Ｂ
高校1989Ｂ
高校1989Ｃ
高校1989Ｃ
高校1989Ｃ
高校1989Ｄ
高校1989Ｅ
高校1989Ｅ
高校1989Ｅ
高校1989Ｅ
高校1990Ａ
高校1990Ｂ
高校1991Ｃ
高校1991Ｃ
高校1991Ｃ
高校1991Ｃ
高校1991Ｄ
高校1991Ｅ
高校1991Ｅ
高校1991Ｆ

高校1991Ｇ
高校1992Ａ
高校1992Ｃ
高校1992Ｃ
高校1992Ｃ
高校1992Ｄ
高校1993
高校1993Ｂ
高校1993Ｂ
高校1993Ｆ
高校1994Ａ
高校1994Ａ
高校1994Ａ
高校1994Ｂ
高校1994Ｃ
高校1994Ｅ
高校1994Ｆ
高校1994Ｆ
高校1994Ｇ
高校1995Ｃ
高校1995Ｄ
高校1995Ｇ
高校1995Ｇ
高校1996Ｃ
高校1997Ａ
高校1997Ｂ
高校1997Ｃ
高校1997Ｄ
高校1997Ｅ
高校1997Ｅ
高校1997Ｆ
高校1997Ｇ
高校1998Ｂ
高校1998Ｅ
高校1998Ｆ
高校1998Ｇ
高校1999Ｃ
高校1999Ｇ
高校1999Ｇ
高校2000Ａ
高校2000Ｂ
高校2000Ｃ
高校2000Ｄ
高校2000Ｄ
高校2000Ｇ
高校2000Ｈ
高校2001Ａ
高校2001Ｃ
高校2001Ｃ
高校2001Ｄ
高校2001Ｄ
高校2001Ｄ
高校2001Ｅ
高校2001Ｆ
高校2001Ｆ
高校2001Ｆ
高校2001Ｇ
高校2001Ｇ
高校2002
高校2002Ａ
高校2002Ｂ
高校2002Ｂ
高校2002Ｂ
高校2002Ｃ
高校2002Ｄ
高校2002Ｄ
高校2002Ｅ
高校2002Ｆ
高校2003Ａ
高校2003Ｂ
高校2003Ｃ
高校2003Ｅ
高校2003Ｅ
高校2003Ｅ
高校2003Ｆ
高校2003Ｆ
高校2003Ｇ
高校2004
高校2004Ｃ
高校2004Ｄ
高校2004Ｅ
高校2004Ｇ
高校2004Ｇ
高校2004Ｈ
高校2005Ａ
高校2005Ａ
高校2005Ｂ

高校2005Ｂ
高校2005Ｃ
高校2005Ｄ
高校2005Ｅ
高校2005Ｇ
高校2006Ａ
高校2006Ｃ
高校2006Ｃ
高校2006Ｄ
高校2006Ｅ
高校2006Ｆ
高校2006Ｇ
高校2006Ｇ
高校2006Ｇ
高校2007Ａ
高校2007Ａ
高校2007Ｂ
高校2007Ｂ
高校2007Ｂ
高校2007Ｂ
高校2007Ｂ
高校2007Ｃ
高校2007Ｃ
高校2007Ｄ
高校2007Ｅ
高校2007Ｆ
高校2007Ｆ
高校2007Ｇ
高校2007Ｇ
高校2008Ａ
高校2008Ｂ
高校2008Ｄ
高校2008Ｆ
高校2008Ｇ
高校2008Ｇ
高校2009Ａ
高校2009Ｄ
高校2009Ｆ
高校2009Ｆ
高校2009Ｇ
高校2009Ｇ
高校2010Ａ
高校2010Ａ
高校2010Ｂ
高校2010Ｂ
高校2010Ｃ
高校2010Ｃ
高校2010Ｅ
高校2010Ｅ
高校2010Ｅ
高校2010Ｅ
高校2010Ｆ
高校2010Ｆ
高校2010Ｇ
高校2011Ｂ
高校2011Ｄ
高校2011Ｄ
高校2011Ｅ
高校2011Ｅ
高校2011Ｆ
高校2011Ｆ
高校2011Ｇ
高校2011Ｇ
高校2012Ａ
高校2012Ａ
高校2012Ｄ
高校2012Ｄ
高校2012Ｅ
高校2013Ａ
高校2013Ｂ
高校2013Ｂ
高校2013Ｃ
高校2013Ｃ
高校2013Ｄ
高校2013Ｅ
高校2014Ａ
高校2014Ａ
高校2014Ｂ
高校2014Ｂ
高校2014Ｂ
高校2014Ｃ
高校2014Ｃ
高校2014Ｃ
高校2014Ｅ
高校2014Ｅ
高校2014Ｆ
高校2015Ｂ

高校2015Ｂ
高校2015Ｃ
高校2015Ｄ
高校2015Ｅ
高校2015Ｆ
高校2015Ｆ
高校2015Ｇ
高校2015Ｇ
高校2015Ｇ
高校2015Ｇ
高校2015Ｇ
高校2016Ａ
高校2016Ａ
高校2016Ａ
高校2016Ａ
高校2016Ｂ
高校2016Ｂ
高校2016Ｂ
高校2016Ｂ
高校2016Ｃ
高校2016Ｄ
高校2016Ｆ
高校2016Ｆ
高校2016Ｆ
高校2016Ｆ
高校2016Ｆ
高校2016Ｇ
高校2017Ａ
高校2017Ｂ
高校2017Ｂ
高校2017Ｂ
高校2017Ｃ
高校2017Ｃ
高校2017Ｄ
高校2017Ｄ
高校2017Ｄ
高校2017Ｅ
高校2017Ｆ
高校2017Ｇ
高校2018Ｂ
高校2018Ｂ
高校2018Ｂ
高校2018Ｂ
高校2018Ｃ
高校2018Ｃ
高校2018Ｄ
高校2018Ｄ
高校2018Ｅ
高校2018Ｅ
高校2018Ｆ
高校2018Ｇ
高校2018Ｈ
高校2019Ｅ
高校2019Ａ
高校2019Ｃ
高校2019Ｃ
高校2019Ｃ
高校2019Ｃ
高校2019Ｃ
高校2019Ｄ
高校2019Ｅ
高校2019Ｆ
高校2019Ｇ
高校2019Ｇ
高校2020Ａ
高校2020Ｅ
高校2020Ａ
高校2020Ａ
高校2020Ｂ
高校2020Ｂ
高校2020Ｂ
高校2020Ｃ
高校2020Ｇ
高校2020Ｇ
高校2020Ｈ
高校2020Ｈ
高校2020Ｈ
高校2020Ｈ
高校2020Ｈ
高校2021Ｂ
高校2021Ｇ
高校2021GH
高校2021Ｈ
高校2021Ｂ
高校2021Ｃ
高校2021Ｆ
高校2021Ｇ

（旧姓：峰）

（旧姓：伊藤）


